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「三代区の開発に関しての私論」              

            （副題）三代地区の開発に尽力されている方へのお礼と開発反対者へのお願い   

                         2020/08/02 23:20  三代区下組合  森 英行 

 農業が今でも大好きで、そのために「農業経済学」を学ぶために大学に進学し、その後「日本という国の

自然の美しさ」や「日本人の思いやりや助け合いの精神」を育（はぐく）んできたのが日本の農民であると

いう信念と誇りを持ち続け、なおかつ「地球環境が破壊され、今や人類存続が危ぶまれている地球環境下で

は人類を救えるのは農民をおいて他はない」という意識で生活をしている下組合の森による、専業農業者と

しての立場からの「三代区の開発にかんする一個人の私論」です。三代区の開発に関しての興味がおありで

したら、お読みになって頂けたら大変有り難いです。私は 8月 2日の説明会に初めて出席した無責任な人間

なのですが、関係者の皆さんにどうしても伝えたかった気持ちを込めています。開発のために尽力されてい

る方々へのお礼であると同時に、この地区の皆さんが「みんなで仲よく新しい三代を作っていただくように

願って」の文書です。もちろん「とんでもない見解である」として破却されてもかまいません。 

 まずもっての問題の提起をいたします。農業以外の皆さん方は、「自分たちが先進国の人間としてそれなり

に豊かな生活を送ってこられたことの理由」をご理解なさっているでしょうか。この国の繁栄は、農業国ア

メリカの圧力のもとで、日本の農家を犠牲にしてきた土台の上にあるという事実認識です。農業以外の仕事

をされている方は、それが民間企業であれ自由業であれ自営業であれ公務員であれ、その豊かな生活は「過

酷な仕事や貧困に耐え、過疎や里山の荒廃などで苦しんできた農民の存在」があったからこその繁栄である

という認識がおありでしょうか。わかりやすく述べますと、トヨタやキャノンやソニーやパナソニックなど

の日本の多くの大企業の繁栄や、それなりに豊かな税収に基づく行政は、長い間の日本の農家の犠牲の上に

成り立っているという認識があるのかということです。アメリカは貿易赤字をなくすために長い間、「日本の

優れた企業の製品を輸入してあげるから、代わりに（アメリカの農業資本家の利益を守るために）アメリカ

産の農産物を大量に輸入することを要求してきた」という歴史の真実の認識です。このアメリカの圧力は、

ＴＰＰなどに関わる諸問題で今でも続いていることはご存知のはずですし、ドナルド・トランプさんに至っ

ては手に負えないほどの要求を日本に求めています。アメリカの圧力に屈してこれほどまでに農業を破壊し、

国土を荒廃させ、農民の素晴らしい思いやりの心さえも破壊してきた先進国は日本をおいてほかにありませ

ん。同じ先進諸国のドイツもフランスもイタリアも日本のようにこっぴどく農業を痛めつけてきてはいませ

ん。このことは各国の「食糧自給率」を比較されれば容易に理解出来るはずです。日本は先進国中ダントツ

の最下位の自給率なのです。（泣）。 

※実は世界で最も強欲な民族であるアングロ・サクソン人の国であるアメリカは、農業以外の産業分野で

も日本たたきを続けています。日本人たちが懸命の働き、苦労をして実現して築き上げた、いわゆる「高度

成長」の成果も、１９８５年の「プラザ合意」をはじめとするそれ以降の一連の日本たたきによって、失わ

れた２０年、その後２０２０年の今日までの３０年間の日本の不景気を押しつけてきたのですから、農民だ

けがひどい目に遭っているわけではありません。その意味でも農民とそれ以外の人たちはお互いに協力する

べきであって、決していがみ合ってはいけないのです。この三代地区でも。 

 すこし専門的になりますが、第二次世界大戦後のアメリカは、米が足りない戦後の日本の窮状を奇禍（き

か）として＝つまりそれをいい材料にして、敗戦国日本という「市場」で（※資本主義社会は、産業革命後

の大量生産による市場を求め続ける社会システムであること、そして２度にわたる世界大戦は「市場」を求

めた帝国主義戦争であることは中学校の社会科の教科書にも載っています。）アメリカの小麦農家が儲かる

ような政策を推し進めてきました。具体的には、「給食を通じてのパン食の普及による日本の米（こめ）文化

の破壊」がそれにあたります。アメリカは経済戦略の一部として小麦の供給をしてきたのです。その農業国

アメリカの戦略の犠牲になった結果が、日本の米農家の米あまり＝減反政策という現実なのです。そして１

９７０年頃、まさしく「三代の蜜柑農家が壊滅を始めたころ」におけるアメリカの農業政策が「オレンジの
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自由化」の問題でした。当時のアメリカはベトナム戦争に集中していたので、自国は軍需産業一色でしたの

で、日本の工業製品の輸入が欠かせませんでした。この状況が日本を工業国にし、同時に日本のさらなる農

業破壊につながっていったのです。もちろん私も、１億人以上の日本国民を養いなおかつ豊かな生活を実現

するためには農業中心では不可能であることは理解していますし、その後の日本が先進企業によって繁栄し

ていったことは大いに歓迎しています。さらにパンやケーキや私が３万食も食べて糖尿病になってしまった

ラーメンも（笑）小麦文化によるものであって、今日の日本の小麦文化の素晴らしさを否定するつもりもあ

りません。戦後の食糧危機の時にアメリカが日本の子供たちを救ってくれたことへの感謝の気持ちも忘れた

ことがありません。 

 しかし以上のような歴史をもとにすると、「凡そ日本人は、その繁栄の代償としての農民の悲劇を救済する

責任がある」と考えてもよいのではないでしょうか。三代区の農民も日本の多くの農民と同じで、とても厳

しい状況下で懸命に農業をしてきておられ、一部の方は兼業をしながらも農業を守り、美しい里山を守ろう

とされてきておられます。この人たちの救済は全国民の責務ではないだろうかと私は考えているのです。下

組合の私の近くに、まさしく篤農家（とくのうか）であり、私の理想として尊敬する農民が住んでおられま

した。しかしこのような日本の農業の流れと、農地は没落する運命にある農民にしか購入出来ないという「農

地法」の規定のために、農地の地価は低下し続けざるを得ず、この三代の中でも絶好の場所に土地を所有さ

れていたにも関わらず、「農地は簡単には地目変更が出来ない」ために、農地を農地のまま安値でたたき売り

をしないわけにいかず、結局は農業を続けることができずに三代区を出て行かれました。このような悲劇を

三代地区の皆様に分かち合って頂きたいと思うのです。そしてこのようなことが起こらないように努力され

ている、三代区の開発にかんする役員の方の長年のそして懸命の努力の結果、ようやく一部の「地目の変更

が許可」されて「生き延びることができる農家」が生まれたというのが実情なのです。「農地の所有者がお金

持ちになるために開発をしている」という見解が的外れであるということを理解していただきたいのです。 

「日本という農業を見捨てた社会の底辺で苦しんでいる農民の人たちが、農地の地目変更によって少しでも

地価が上がり、経済的な救済が出来るなら、協力してあげたい」という気持ちで、この地区の皆さんが、三

代地区の開発、肝要な部分は地目変更による土地処分の可能性の実現、そして新宮町民という立場でも「日

本でもっとも立地が良いとされ、注目をされておいる新宮町の発展と誇りのため」、三代区にお住みになって

いる皆様方全員が、この三代区の開発計画に賛同し積極的に関わって頂くことを切に願ってやみません。 

 

（追加） 

 全くの余談ないし冗談になるでしょうが、といっても私個人は半分以上が本気なのですが。もし「東京直

下型の地震」が起こったとします。可能性はあります。そのときはどうなるでしょうか。多くの東京都市圏

の人間が九州そして福岡そして新宮そして三代を目指すと思います。私は本気です。自然環境に恵まれ、自

然災害も少なく、ありとあらゆる野菜や果物が育ち、近くの鹿児島や宮崎は、肉牛も豚肉も鶏肉も日本でト

ップクラスの生産量を誇り、東シナ海におけるプラスチックごみの大量集積で少し危うくなりかけています

が魚もとても美味しいところです。この地域のすばらしさは日本中のそれなりに賢い国民には知れ渡ってい

ます。現在の日本人のあこがれの土地が新宮であり三代なのです。そうであるとするなら、三代区の開発は

すなわち将来の日本人の救済にもつながるのです。繰り返しますが、私は本気です。今始まろうとしている

新宮町の開発、三代区の開発がリーディング・ケースとなって、日本全体が良い方向にシフトしていく、つ

まり過疎や過密の問題そして環境破壊を防ぐためのお手本となるという考えです。そして生活の面で追い込

まれるであろう「将来の都会人にとっての理想郷」としての場所がこの三代になると考えているのです。 

 どなたかが 8 月 2 日の説明会の折に、「日本は土建国家であり、ゼネコンや金融機関が儲かることはあっ

ても結局のところ農民は＝地権者は儲からない」という、開発への反対の意見を述べられていましたが、こ

の見解は全く正しいと私は理解しています。（但し、少子化についてのこの時の論者の見解は「地方中枢都市

である福岡市の中心地天神との距離関係からして妥当ではない、つまりこの新宮そして三代地域では今後土
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地が不足することはあっても、少子化の影響は受けないであろう」というのが私の個人的な見解です。）実際

にも上府の沖田地区開発＝新宮中央駅前の農地の開発過程はひどいものでした（私の知人の弁護士が沖田地

区の農民の窮状の救済に関わっていましたので）。そしてまた現在この三代近辺の地域でいくつかのアパー

トやマンションなどを保有しておられる方の多くが、建設費の返済と税負担のために、とくにたくさんの利

益を得、人並み以上に豊かな生活をしておられるわけでもないということはご存知だと思います。 

このような発想をもとにして、開発に反対されている方々には、ここではひとまず主張を収めて頂いて、

「これまで苦しめられてきた日本の農民の救済に協力する」という視点からの開発を支持していただきたい

と願っています。加えまして「新宮町というある意味では今後の日本国民のあるべきお手本の町の形成」に

寄与するという立場から、過密や環境悪化で苦しむ大都会の住民の将来の救済のために三代区ないし地権者

の皆さん方全員が、小異を捨てて、積極的のこの開発に関わって頂くことを。心から願っています。 

以上です。最後まで読んで頂きまして、大変ありがとうございます。  

※文責はすべて森個人にあります。   

   

 

２０２０年８月２日                       浦苧（うらお） 英行 

 

※ 「浦苧＝うらお」は私「森」が小学校１年生になるまでの苗字です。夜臼貝塚に連なる苧麻（からむし）

が生い茂る浜辺の寒村にふさわしく、農民らしい素敵な苗字（みょうじ）だったのです。しかし上の府出

身で「森出雲の守」４００年の直系にこだわった父が苗字を強引に変えてしまいました。（泣）（怒）。 

※ 皆さんが現在生活しておられる場所は、それほど昔から住みやすい場所だったし、今後もそうあって欲

しいという願いが尽きません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


